
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

イオン交換膜（ 40）、

保持構造（ 11）、ガス入口
（ 21）およびガス出口（ 22）、電解質供給ライン（ 20）、

電解質排出ライン（ 22） 、陰極または陽極としてのガス拡散電極（５
）に基づく電気化学的半電池であって、ガス拡散電極（５）がガス室または複数のガス室
（ 1a、 1b、 1c、 1d）と連結してモジュールまたは複数のモジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）を
形成し、これが保持構造（ 11）に脱離できるように留められており、ここでガス入口（ 21
）およびガス出口（ 22）がガス室（ 2a、 2b、 2c、 2d）に対して脱離できる接続を形成する
ことを特徴とする上記半電池。
【請求項２】
ガス空間が、場合により互いに独立してガスが供給され、そして電解質空間（ 27）に関し
て均圧力化されている複数のガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）に分割されていること
を特徴とする、請求の範囲第１項に記載の半電池。
【請求項３】
ガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）が、保護構造（ 11）に互いに独立して脱離できるよ
うに留められていることを特徴とする、請求の範囲第２項 記載の半電池。
【請求項４】
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ハウジング（ 13）および １つ以上のガス室（ 2a、 2b、 2c、 2d）から
形成されているガス空間、ガス拡散電極（５）によってガス空間から分離されている電解
質空間（ 27）、ハウジング（ 13）にしっかりと接続されている

およびハウジング（ 13）に接続
された を含んで成る

に



ガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）が、構造要素（９）を介して半電池中で電気的に接
続し、そして場合により流れに関しては密閉されて配置されており、ここで構造要素が場
合によりそれを通って同時に活発な流れを生じる電解質ギャップを形成するように配置さ
れていることを特徴とする、請求の範囲第１項ないし第３項のいずれか１項に記載の半電
池。
【請求項５】
ガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）が、接触要素（ 14、 15、 16）を介して補助構造（ 12
）と電気的に接触して配置されていることを特徴とする、請求の範囲第１項ないし第４項
のいずれか１項に記載の半電池。
【請求項６】
ガス拡散電極（５）が、ガス室（ 2a、 2b、 2c、 2d）の内部空間中のサポートグリッド（４
）上で表面電気接触することを特徴とする、請求の範囲第１項ないし第５項のいずれか１
項に記載の半電池。
【請求項７】
電池が、電解質空間（ 27）へ電解質を均一に供給するための電解質分配器（ 23）を含んで
成ることを特徴とする、請求の範囲第１項ないし第６項のいずれか１項に記載の半電池。
【請求項８】
ガス拡散電極（５）が、モジュール 1a～ 1dに脱離できるように連結していることを特徴と
する、請求の範囲第１項ないし第７項のいずれか１項に記載の半電池。
【請求項９】
電極ガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）を使用するか、または通常の電極（ 30）を使用
するかの選択に従い操作するための電気化学的電池における、請求の範囲第１項ないし第
８項のいずれか１項に記載の半電池の使用。
【発明の詳細な説明】
全高が大きい均圧化された電気化学電池でのガス拡散電極の使用には、もう１つ上に配置
され、セグメントに分割されたガス空間が必要であり、このセグメントはガス室と呼ばれ
、そしてその各々の縁の領域で電極と接触し、しかも密閉されなければならないのでガス
は気密になっている。このような基本的構造を有する半電池は、独国特許出願第 44 44 11
4 A1号明細書に記載されている。独国特許出願第 44 44 114号明細書に開示されている構
造様式の欠点は、ガス拡散電極と接触させ、そして密閉させる様式が比較的手の込んでい
る点にある。電極をガス室と電気的に接触した状態で配置し、そして電極反応に関しては
不活性である電極の面積を出来る限り小さく維持するために、最小の空間に密閉すること
が望ましい。
本発明の目的は、できるかぎり広い活性電極面積を利用することを可能とする電気化学的
ガス拡散半電池（ electro chemical gas diffusion half cell）を提供することであり、
ここで電極はガス室（ gas compartment）と一緒に場合によっては取り外せるようなモジ
ュールとして形成され、これは事前に電極をガス室に取り付けることを可能とするので、
これにより縁の接触がガスを気密にし、しかも半電池中のガス拡散電極の操作に関する電
気的接触が簡単になる。
さらに本発明の目的は、半電池ならびに電極－およびガス室モジュールを、特に半電池の
モジュールが、例えば水素を生成するニッケル電極のような通例の電極に簡単に置き換え
ることができるように形成することである。
この目的は、本発明に従い、ガス拡散電極を取り付けた部屋（ compartment）を提供し、
この部屋は場合によっては個別に半電池から取り外すことができ、そしてさらに場合によ
ってはそれらのガス供給または均圧化手段から、および電気的連結から脱離させることが
できるということにより達成される。これに関して、ガス室は小型の浅い要素として製造
され、その正面はガス拡散電極により覆われるので、電極が半電池に取り付けられた時は
電解質がガス空間には出ず、そしてガスがガス室から反対方向に出ることはない。
本発明は、陰極または陽極として、ガス拡散電極に基づく電気化学的半電池に関し、ガス
拡散電極用の１つ以上のガス室から形成されたガス空間を有し、イオン交換膜、電極取り
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付け用の保持構造、電極用の電気的接続、ガス室へのガス入口およびガス室に対して均圧
化されたガス出口、電解質供給ライン（ electrolyte feed line）および電解質廃棄ライ
ン（ electrolyte discharge line）を有し、そして電池部品を受けるためのハウジングを
有し、これはガス拡散電極がガス室に連結されて、脱離できるように保持構造に固定され
るモジュールを形成し、ここでガス入口およびガス出口は、脱離可能なガス室への接続を
形成することが特徴である。
１つの好適な態様では、ガス空間は場合によっては互いに独立して電極ガスが提供され、
そして場合によってはガス拡散電極の前に配置された電解質空間（ electrolyte space）
に対して均圧化されている複数のガス室に分割されている。複数の個々のガス室モジュー
ルが存在する時、個々のモジュールが互いに独立して保持手段に脱離可能に固定されてい
る半電池が特に好適である。
また、ガス拡散電極がガス室に容易に脱離できる様式（ detachable manner）で固定され
ているので、それらを改良電極に置き換えることが可能な態様が特に好ましい。
ガスの入口およびガスの出口は、好ましくはガス室に付き、そしてイオン交換膜を取り出
した後にガス室を容易に取り出すことができるような柔軟なホース接続として設計される
。
あるいは、特にカップリングシールとして製造され、そしてバブルチャンネルとして設計
され、そして相じて均圧化含浸要素として設計されたガス入口を使用することも可能であ
る。
本発明の半電池の別の好適形態では、ガス室モジュールの構造要素を用いて半電池内に配
置され、電気的に外部の電源に接続され、そして場合により電解質ギャップからそれを通
って電解質が流れてガス室の均圧化空間の後ろに制御されない様式で流れ出ることができ
ない程度に密閉され、ここで構造要素は、電解質をガス拡散電極とイオン交換膜の間の電
解質空間に通すために、ガス室モジュールを同時に電解質ギャップとして役立つことがで
きるように配置する。
ガス室モジュールと外部電流源（例えば半電池ハウジングに接続されたサプライ）との間
の電気接触は、縁領域のプレス接触に加えて、補助的な構造を用いてモジュールを電気的
に接触させることにより改良され、これは例えば半電池ハウジングの後面、すなわちガス
拡散電極から離れた面から柔軟な電気的伝導接触要素（例えばバネ接続）を介して押す、
半電池ハウジングとの接触である。
電極への供給電流の抵抗を下げることは、縁領域の電気的接触により、および電極の全面
積に分布している電極との接触により可能である。
本発明の半電池の別の好適な変更態様では、ガス拡散電極ではガス室のガス空間に面する
その側部で、その面上のサポートグリッドにより電気的に接触するようになっている。こ
のサポートグリッドは、これによりガス室後壁と電気的に接触している。
ガス拡散電極とガス室の間の下の縁にさらに形成可能な溝は、生じる可能性がある凝縮液
を受けるために役立つことができる。この凝縮液は、過剰なガスと一緒に、最下点に位置
するガス出口を通って後部電解質空間に廃棄される。
１つの好適な態様では、ガス拡散電極の前に位置する電極液空間への新たな電極液の供給
における不均一性は、電解質供給ラインの後ろの半電池に半電池の幅全体にわたって電解
質の流れを均質にするさらなる電解質分配器を提供することにより防止することができる
。この態様では場合によっては、均圧化された後部空間を通って流れない。後部空間は、
半電池の上端で電解質の流れと連絡するだけである。
本発明の半電池の構造様式の１つの特別な利点は、通例の電極、特に水素を生成する例え
ばニッケル電極を使用してガス室モジュールを交換する時にも、容易に半電池を操作でき
る可能性である。したがって１つの好適な変更態様では、したがってガス室モジュールは
通例の電極に交換できるように形成され、ここでガス室へのガス供給ラインは場合により
覆われるか、または取り外ことができる。
また本発明は、ガス室モジュールまたは通例の電極、特に水素を生成する電極、特に活性
化ニッケル電極の選択に従い操作するための、電気化学的電極、特に電気分解電池におけ
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る本発明の電極化学的半電池の使用に関する。
本発明を図面を参考にして以下により詳細に説明する、ここで：
図１は、イオン交換膜からガス拡散電極およびその間に置かれたガス室を保持するための
デバイスに向かって見たときの、本発明の半電池全体の断面図であり；
図２は、閉じた半電池を図１の線Ａ－ A'に沿って通る断続的な長手区分であり；
図３は、開いた半電池を図１の線Ａ－ A'に沿って通る断続的な長手区分であり、イオン交
換膜およびガス室を電極のハウジングから取り出し；
図４は、ガス室の電気的接触の配置を説明するための図２の詳細を示し；
図 5aは、半電池のガス入口 21に向かって見た、線Ｂ－ B'に沿った断面図であり；
図 5bは、図１に示した半電池の上部の線Ｃ－ C'に沿った区分の一部を示し；
図６は、図１の線Ｄ－ D'に沿って半電池を通る部分断面図であり、ここでガス室モジュー
ルは支持体構造 31を用いて通例のニッケル電極 30に置き換えられており；そして
図７は、ニッケル電極 30を用いた操作で、図６に示す半電池の変更態様を通じて、図１の
線Ａ－ A'に対応する長手区分である。

電気化学的半電池は以下のように構成される：
外部電力導線（示さず）に接続された取付け構造 11および補助構造 12は、電解質に不浸透
性のシェル－様ハウジング 13にしっかりと固定されている（図３参照）。ガスライン 21（
図１を参照）、電解質供給ライン 20および混合電解質およびガス出口ライン 22が、ハウジ
ング中に導かれる。ガス拡散電極５を含んで成るガス室ユニット１は、垂直締付けストリ
ップ８および水平締付けストリップ９によりハウジング 13中の保持構造 11上に固定される
。半電池は、ハウジング 13の周辺の縁上に置かれた膜 40によりシール 41を介して閉じられ
（図２を参照）、そして押されるので、ハウジング 13の周辺の縁の周囲上は例えばさらに
半電池にフランジを取付けることにより（示さず）電解質に不浸透性である。ガス分配器
から引いてきた柔軟なライン 6a、 6b、 6c、 6d（図１参照）は、各々が支持体 6eへのフラン
ジを付けた接続を介してガス室ユニットに接続される。
図１に示す態様は、各々がガス流出ライン７を介して均圧に提供された４つのガス室 2a、
2b、 2c、 2dに分割されている。ガス室１は、金属ハウジング２からなり、これは電流接続
、例えばバネ接続 14またはブラシ接続 15または直接接続 16（詳細は図４を参照）を介して
、アーチ構造前の部分（ pre－ arched structural part） 18で電流運搬補助構造 12に接続
されている。さらに電流供給は、ハウジング２の縁領域を介して、締付けストリップ８、
９と保持構造 11との間の金属プロセス接触（ metal process contact）を介して行われる
。この接触抵抗は表面処理、例えば金メッキにより下げることができる。ガス室ユニット
１も、電極ガス用の供給ラインおよび出口ライン、ガス拡散電極５を支持するための支持
構造３、ならびにガス拡散電極５の全面が置かれる電極支持グリッド４を含んで成る。４
つのガス室 1a、 1b、 1c、 1dの各々が、ガス拡散電極５を含んで成り、これはガスが気密に
なる様式でガス室モジュールの縁領域に付き、しかも同時にそこで電気的に接続している
。導電性の後面を有するガス拡散電極を使用する時、電極支持グリッドを介して電気的に
完全に接続する。
操作では、図 5aに示すように、電解質はガス拡散電極５の前の電解質空間 27に、電解質供
給ライン 20から電解質分配器 23を通って、ホール 24およびさらに水平締付けストリップ中
のホール 10を介して入る。電解質は電解質空間 27から４つのガス室モジュール 1a～ 1dに沿
って流れ、そして最上部の水平締付けストリップ９中のホールから電解質回収管 26に流れ
る。ここから電解質がホール 25を介して流出してガス拡散電極の後ろの後空間に入り、そ
して半電池から過剰な電極ガスと一緒に立下り管 22を介して排出される（図 5bを参照）。
電気分解電池としての操作では、半電池はその前面でイオン交換膜 40により閉じられ、こ
れは本発明の半電池からの電気分解反応に対応するイオンを、さらに接続された半電池へ
、または場合によっては反対方向に確実に通過させる。
電極ガスは半電池に供給ライン 21で入り、そしてガス分配器 19を介して供給ライン 6a、 6b
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、 6cおよび 6dに分配され、これは個々のガス室モジュール中へのより良いガス分配のため
に、絞りを介して４つのガス室モジュール 1a、 1b、 1c、 1dに導かれる（図１参照）。電極
ガスは、長手方向にガス室を通って流れ、そして未使用の過剰なものは生じた凝縮液と一
緒に、反対の端でガス室からガス流出連結ピース７を通り、電解質ギャップ中電解質に向
かって出る。均圧がこれにより達成される。ガス流出ライン７からガス泡がガス室モジュ
ールの後ろに配置された空間を通って上昇し、そして接続 22の末端の上の空間に集まる。
そこでガスは半電池から立下り管 22を通って排出される。

通例の電極を用いた操作では、ガス室モジュール 1a～ 1dは、締付けストリップ８および９
と一緒に図３に示すように取り出すことができ、そして電力導線として、および支持体と
して役立つ補助構造 31を含んで成るニッケル陰極 30に置き換えられる。ガス入口 6a～ 6dは
最も有用には閉じている。通例の電極、例えばニッケル電極は、ネジ込み接続 32により半
電池の取付け構造 11に固定されている（図６および７を参照）。電極反応で生成した水素
は、排水された電解質と一緒に立下り管 22を介して排出することができる。
『なお、本発明の主たる特徴および態様は次のとおりである。
1.ガス拡散電極用に１つ以上のガス室（ 2a、 2b、 2c、 2d）から形成されているガス空間を
有し、イオン交換膜（ 40）、保持構造（ 11）、ガス入口（ 21）およびガス出口（ 22）、電
解質供給ライン（ 20）、電解質排出ライン（ 22）およびハウジング（ 13）を有する、陰極
または陽極としてのガス拡散電極（５）に基づく電気化学的半電池であって、ガス拡散電
極（５）がガス室または複数のガス室（ 1a、 1b、 1c、 1d）と連結してモジュールまたは複
数のモジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）を形成し、これが保持構造（ 11）に脱離できるように
留められており、ここでガス入口（ 21）およびガス出口（ 22）がガス室（ 2a、 2b、 2c、 2d
）に対して脱離できる接続を形成することを特徴とする上記半電池。
2.ガス空間が、場合により互いに独立してガスが供給され、そして電解質空間（ 27）に関
して均圧力化されている複数のガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）に分割されているこ
とを特徴とする、上記１の半電池。
3.ガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）が、保護構造（ 11）に互いに独立して脱離できる
ように留められていることを特徴とする、上記２の半電池。
4.ガス入口（ 6a、 6b、 6c、 6d）が、ガス室（ 2a、 2b、 2c、 2d）への柔軟なホース接続とし
て構成されていることを特徴とする、上記１ないし３の半電池。
5.ガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）が、構造要素（９）を介して半電池中で電気的に
接続し、そして場合により流れに関しては密閉されて配置されており、ここで構造要素が
場合によりそれを通って同時に活発な流れを生じる電解質ギャップを形成するように配置
されていることを特徴とする、上記１ないし３の半電池。
6.ガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）が、接触要素（ 14、 15、 16）を介して補助構造（
12）と電気的に接触して配置されていることを特徴とする、上記１ないし５の半電池。
7.ガス拡散電極（５）が、ガス室（ 2a、 2b、 2c、 2d）の内部空間中のサポートグリッド（
４）上で表面電気接触することを特徴とする、上記１ないし６の半電池。
8.電池が、電解質空間（ 27）へ電解質を均一に供給するための電解質分配器（ 23）を含ん
で成ることを特徴とする、上記１ないし７の半電池。
9.ガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）を、通例の電極（ 30）と置き換えることができる
ことを特徴とする、上記１ないし８の半電池。
10.ガス拡散電極（５）が、モジュール 1a～ 1dに脱離できるように連結していることを特
徴とする、上記１ないし９の半電池。
11.電極ガス室モジュール（ 1a、 1b、 1c、 1d）を使用するか、または通常の電極（ 30）を
使用するかの選択に従い操作するための電気化学的電池における、上記１ないし 10の半電
池の使用。
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実施例２



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ ａ 】

【 図 ５ ｂ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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